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◇ 実験動物部門 ◇ 

令和 8 年 1 月−6 月の活動と実施行事 

 

＜令和８年度実験動物慰霊祭＞ 

開催日時：令和 8 年 5 月 28 日 (金) 14:00 – 15:00 

場所：島根大学出雲キャンパス 動物慰霊碑前 

 

令和 8 年 5 月 28 日に出雲キャンパス動物慰霊碑前にて実験動物慰霊祭を執り行いました。

動物実験の関係者を代表して実験動物部門長（橋本）から動物実験に供された実験動物に対

する感謝の意として「慰霊の言葉」が読み上げられました。以下にその「慰霊の言葉」を掲

載します。 

 

慰霊の言葉 

令和８年度島根大学実験動物慰霊祭にあたり、本学で動物実験に関わる研究者および飼養者と

して登録された教職員、学生など、松江・出雲両キャンパス合わせて 285名を代表して、慰霊の言

葉を述べさせていただきます。 

 

まず、本学の研究および教育のために犠牲となった動物の御霊に対して、関係者一同、ここに謹

んで感謝の誠を捧げます。島根大学において令和 7 年度に教育及び研究のために多くの実験動物

が使用されました。動物実験に使用された動物数は、マウス 18,231匹、ラット 796匹、ウサギ 27

羽、モルモット 9 匹、緬羊 2 頭になります。一昨年度に比べ、マウスは約 3,100 匹の増加、ラッ

トは約 500 匹の減少となり、依然多くの実験動物の命の上に本学の研究および教育が行われてい

ます。 

 

動物実験を実施する環境は年々厳しさが増しています。社会全体の動物実験に対する考え方が

変化してきており、人類の利益を追求するためだけに、尊い動物の命を無制限に犠牲にすること

が許されないという考え方が浸透してきています。そのため、世界的に実験動物の命の尊さが重

んじられるようになり、世界の動物実験は 3Rs の原則の中でも Replacement および Reduction に

注力されるようになりました。多くの国で化粧品に関する動物実験が禁止されたことに加え、EU、

英国、アメリカでは化学物質の安全性評価における動物実験の廃止に向けたロードマップが作成

されました。また、New Approach Methodologies(NAMs)と言われる新しいアプローチ方法論が議

論され、医薬品の承認に必要なデータ取得にも動物実験を行わない方法が選択されるようになっ

てきています。そのほかの生命科学に関する研究領域においても、動物実験代替法への転換が急

速に進められるようになってきています。ひるがえって、島根大学ではこれまでに動物実験の代

替法についてあまり議論になることはありませんでした。実験動物への過度の依存を減らし、国

際社会からの期待に応えて研究成果を出し続けるために、実験動物部門と研究者の共有する役割

として代替法の採用を進めていかなくてはなりません。 

また、どうしても動物実験を行う必要がある場合には、これまで以上に実験動物の福祉を十分

に考慮することが求められています。それには、単に従来の麻酔・鎮痛あるいは検査法の改善に留
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まらない refinement の充実、すなわち実験動物の種類に応じた適切な飼育環境の整備と維持、

更に動物 1匹 1匹のハンドリング方法にも気を使わなければなりません。こうした社会の期待は、

動物実験における動物数として、実験データの数、平均値ではなく、犠牲にした命の数として認識

しなければいけないことを示しています。実験者・研究者は社会貢献のために「命を預かってい

る」ということを肝に銘じて、実験動物の命を最大限尊重し、生きている動物には可能な限り最大

の敬意を示さなくてはなりません。 

また、Culture of care in animal researchという言葉もよく使用されるようになってきまし

た。動物実験のための３Rs の原則を標榜するだけでなく、動物実験に関わる全ての人が動物と関

係する他の職員に心を寄せる文化を大事にしようという運動であり、また行動規範です。本学で

は、まだ何をすることが Culture of care in animal researchであるのか定義づけはできていま

せんが、教育機関である島根大学では、特に大事にすべき文化と考えています。いまここで執り行

っている実験動物慰霊祭は、我々研究者および飼養者の一人ひとりが、この一年間の実験動物と

の関係性を振り返り、命の重みに値する成果が得られたかを振り返り、優れた研究成果は優れた

動物福祉の上に成就するということをしっかりと心に刻む機会とすることが大切です。この慰霊

祭を本学における Culture of care in animal researchの一部としたいと考えています。 

 

 最後に、繰り返しとなりますが、犠牲となった尊い動物たちの御霊に対して、改めて心から感謝

と哀悼の誠を表すとともに、実験動物の福利並びに倫理基準にのっとり、研究者自らの良心に基

づいて、医学および生命科学研究のために必要最小限の動物数で、最大限の効率を生む実験系の

確立と推進に努力していくことをお誓いし、慰霊の言葉とさせていただきます。 

令和８年５月 28日 

島根大学 研究・学術情報本部  

総合科学研究支援センター実験動物部門  

部門長  橋本 龍樹 

 

 

 

 

 

令和 8 年 5 月 28 日、実験動物慰霊祭にて多くの実験動物実験者が献花をすると共に実験動物に

感謝の意を示し、動物実験の適切な実施を誓いました。 
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＜ 島根大学研究・学術情報本部総合科学研究支援センター ＞ 

センター通信 第 51 号 （2026 年 7 月） 

 ◇ 編集後記 ◇  

 総合科学研究支援センター広報誌「センター通信」第 51号を発行しました。 

センター通信を通じて、総合科学研究支援センターの活動を多くの方に届けられるこ

とを期待しています。 

誌面の充実のために、学内の技術や装置の紹介など，幅広い範囲の話題を募集して

います。掲載をご希望の方は、下記の編集担当までお問い合わせください。 

「センター通信」の編集には多くの方々のご協力をいただきました。 

ここに厚く御礼申し上げます。                        2026年 7月 

編集担当：花井 幸次 

総合科学研究支援センター 実験動物部門 

問い合わせ先メールアドレス： koji-hanai@med.shimane-u.ac.jp 

 

 

 


